
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎認知症とは？ 

まず認知症は病気であり、加齢によってなるものではありません。正確には脳神経が何らかの病変によって障害を受け、

６ヶ月以上にわたって日常生活に支障が出ている状態のことを認知症と言います。この何らかの病変は様々あり、代表的な

病気がアルツハイマー病です。その他にも、脳出血や脳梗塞などの脳血管疾患によっても認知症が引き起こされます。 

原因となる病気によって症状の出方や病状の進行、悪化の予防方法が異なるため、出来るだけ早期に発見し、向き合う

ことが大切です。また、少し前のことが覚えられないという記憶障害や、時間や場所などが認識しにくくなる見当識障害な

ど、なぜそのようなことが起こるのか、本人やご家族など周囲の人が認知症によって起きていることを理解し、できるだけ困

らないように工夫するためにも、早期の診断や相談が大切です。 

◎認知症には大きく分けて２つのタイプがあります 
認知症には原因となる病気によって大きく２つのタイプがあり、それぞれ特徴が異なります。病名まで特定することは容易

ではありませんが、今後の向き合い方に関わるため、診断を受けた場合は少なくともどちらのタイプの認知症なのか相談・

確認するようにしましょう。 

変性疾患性認知症 脳血管性認知症 

脳の血管が詰まったり、出血したりしてその先の細胞に

血液が行き届かなくなり、脳の神経細胞が障害を受け引

き起こされます。記憶障害があるけれど、時間や場所の認

識はしっかりできているなど症状がまだらなことや、繰り返

し起こることで段階的に機能低下が起こることが特徴で

す。脳梗塞などの再発を予防する 

ことで認知症の進行を抑制するこ 

ともできます。 

脳の細胞や神経に正常では存在しない物質がたまり、

脳の神経細胞に障害が起こる神経変性疾患によって引

き起こされます。年単位で徐々に進行しくいくことが特徴

です。 

○ アルツハイマー型認知症 

○ レビー小体型認知症 

○ 前頭側頭型認知症  など 

 

保存版 
尾鷲市 

認知症サポート 
ハンドブック 

認知症になってもうまく支え合えるまちづくりを目指して知っておきたいこと 

～このハンドブックの活用方法～ 

 「認知症かもしれない」と思った時や、認知症と診断された時、また認知症と向き合って

いてどうしたらいいか迷った時、どこに相談すればいいのか、どんなことに気を付ければいいの

か、どう向き合っていけばいいのか。その道しるべになればと思い、基本的な情報をまとめま

した。本人やご家族が認知症と向き合っていくための一助となれば幸いです。 

周りの方へ 

接し方のポイント 

まずは認知症という病気を理解することからはじめましょう。 

 

○ 脳の障害により「できなくなる」というよりは「一人でしにくくなる」ことが増えます。 

○ 失敗が増えても「まさか自分が」と助けを求めることがうまくできない場合もあります。 

○ うまく助けを求められない結果、「盗られた！」など人のせいにしてしまったり、「作話」と言って

その場を取り繕おうと事実ではないことを言ってしまったりすることもあります。 

これらは病気によって引き起こされており、認知症の本人もどうしていいか分からない

「不安」を抱えています。どんなことがしにくくなっていて、どんな不安を抱えているのかを

観察し、その不安に「大丈夫やで。」とそっと寄り添ってあげる姿勢が大切です。 

尾鷲市 

 

その他の相談窓口 

尾鷲市役所 福祉保健課  

尾鷲市中央町 10-43尾鷲市役所 1階 
 

☎ 0597-22-８２０１ 

高齢者の暮らしに関する総合相談窓口 

尾鷲市地域包括支援センター  

尾鷲市栄町 5-5尾鷲市福祉保健センター１階 
 

☎ 0597-22-3003 

尾鷲市のホームページに掲載している認知症ケアパスと併せてご活用ください。 

認知症ケアパスに関するページのＱＲコード→ 



 
●認知症かもしれないと思ったら？ 

 「最近物忘れが増えた」「時間や日にちを間違え

ることが増えた」など、認知症かもしれないと思

ったら、一人で抱え込まずにかかりつけのお医者

さんや専門医、相談窓口などの専門家に相談しま

しょう。認知機能の低下は、治療法が確立されて

いないアルツハイマー病以外にも様々な病気によ

って引き起こされます。病気によっては早めの治

療で改善するものもあるため、早期に発見し、早

期に対応することが大切です。また、早期の診断

は本人の生活の質をできるだ 

け維持していくためにもとて 

も大切なことです。 

 直前にしたことや話したことを覚えていない。 

 何度も同じ話をしたり、聞いたりする。 

 探し物をすることが増えた。 

 日にちや時間を間違えたり、約束したこと自体

を忘れたりするようになった。 

 慣れた道で迷うようになった。 

 今までできていた家事で失敗が多くなった。 

 身だしなみに気を遣わなくなった。 

 つじつまの合わない作り話をするようになっ

た。 

 以前に比べささいなことで怒りっぽくなった。 

 財布や通帳が見当たらない時、盗まれたと人を

疑うようになった。 

●近隣の医療機関 

◆ 認知症疾患医療センター 

➢ 熊野病院、松阪厚生病院 

◆ 認知症学会認定専門医がいる医療機関 

➢ 九鬼脳神経クリニック 

◆ 認知症サポート医がいる医療機関 

➢ はしづめクリニック、あさひ診療所、 

長谷川内科 

◆ かかりつけの医療機関 

●認知症の診断を受けたら？ 

 検査等の結果、認知症と診断されたら、ま

ず認知症という病気がどんな病気か、何が原

因でどんな症状が現れるのかを知ることが

大切です。この病気によって引き起こされる

様々な症状を理解することで、本人の暮らし

方や周囲の接し方が大きく変わります。 

特に症状が現れて初期のころは、「何で？」

と分からないことも多く、本人だけでなく周

囲の方も混乱し、時には周りの手助けを拒ん

でしまう方もいます。しかし、認知症を発症

すると少なからず周囲の助けが必要になり

ます。認知症と向き合いながら生活の質をで

きるだけ維持していくためにも、認知症を正

しく知り、早めに身近な人や周 

りの人の手助けを求めていく 

という心がまえが大切です。 

●相談窓口 

尾鷲市地域包括支援センター 
☎ 0597-22-3003 

住所：尾鷲市栄町 5-5（尾鷲市社会福祉協議会内） 

 

尾鷲市役所 福祉保健課 
☎ 0597-22-8201 

住所：尾鷲市中央町 10-43 

非認知症 認知症 

健常者 
軽度認
知障害 

軽度 

認知症 

中度 

認知症 

重度 

認知症 

日常生活に支障がある 日常生活に支障はない 

どんな時期か 

どんな支援が必要か 

（ケアの目安） 

早期発見・早期相談 状態に応じた支援 
●主治医・専門医による診断・手当 

●健康管理の補助（定期通院・服薬管理） 

●地域包括支援センター等への相談 

●通所系・訪問系介護（予防）サービスの活用 

●介護施設（短期入所）・福祉用具の活用 

●精神科医による診断・手当（行動・心理症状ケア） 

●認知症の理解・本人の不安への寄り添い 

●介護施設（入所）の活用（認知症グループホームなど） 

●通いの場（公民館活動や老人クラブ、自主サークルなど）等の活用 

●家族支援（介護者同士の交流など）の活用 

●生活支援サービス（配食サービス、緊急通報装置無料貸与など）の活用 

●自動車運転等の自粛 

●家事・金銭管理の補助（できていることは継続しつつ、症状により失敗しやすいところを補助） 

日常生活に支障はないが、年

齢や学力レベルでは説明でき

ない記憶障害がある。 

大事な約束を忘れたり、大事なものをしまった場所を

忘れるなど、日常生活にも支障が出始める。仕事や

家事など日常の生活で失敗することが出てくるが、誰

かが気にしていれば日常生活を送ることは可能。 

記憶障害が著しく、時間や場所、人の認識が難しくなる。着替えや

入浴、買い物や調理といった日常生活行動全般が一人ではしにくく

なるため、日常的に手助けが必要となる。心の状態によっては怒り

やすくなったり、被害妄想や徘徊などの行動・心理症状が現れる。 

生活全般に常時介護が必要。身近な人の

認識も難しくなり、意思の疎通がしにくく

なる。 

●認知症支援の道しるべ 

ここに書いてあることは、先のケアを見通すための

一例です。症状の現れ方は、本人の性格や住んでいる

環境などによっても異なるため、周囲の方は本人の状

態を落ち着いて観察し、どんなことがしにくくなって

いるのかよく確認しましょう。 

身近な人の見守りが必要 周囲の手助け・介護が必要 常時介護が必要 

●成年後見制度の活用 

●認知症が疑われるサイン 

認知症による変化は本人だけでなく周囲が気づくこと

もあります。身近な家族などと一緒にチェックするように

しましょう。 


